
第１学年 道徳学習指導案 

日 時 令和３年１１月５日（金） 

場 所 １年 組教室   

授業者  

１ 主題名 いのちを考える（３） 

２ 資料名 決断！骨髄バンク移植第一号 

３ 主題構成表 
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■内容項目  

D－（１９）生命の尊さ 

 生命の尊さについて、その連続性

や有限性なども含めて理解し、かけ

がえのない生命を尊重すること。 

■内容項目から見た生徒の実態 

・生命は尊く大切であることを

理解している生徒は多い。 

・生命あるものが互いに支え合

って生き、生かされているこ

とについて考えが及ばず、安

易に人を傷つける発言をした

り、自己を卑下する発言をし

たりする生徒もいる。 

・生命を連続性のあるものとし

て考えられる生徒が少なく、

自分のものだけと考えてしま

う生徒もいる。 

■要因 

・小学校の道徳や生活経験を通

して、生命の大切さについて

学習してきている。 

・支え合う、関わり合うことの

必要性は理解しているが、仲

間との関わりの弱さから、生

命が自分だけの単独的なもの

と考えてしまっている。 

・身近な生物や人の死に向き合

ったことがある生徒が少な

く、生命の有限性や連続性を

経験として実感することがで

きていない。 

 

■価値の分析 
・生命あるものは互いに支え合って
生きている。支え合う中で生命は
つながり、関わり合う連続性をも
つ。このことを認識することを通
して、生命はかけがえのないもの
であり軽々しく扱ってはならな
いという態度が生まれる。 

・中学生のこの時期は、互いに支え
合い、関わり合うことの必要性は
理解している。その一方で、関わ
りの弱さから、より深く関わり支
え合うことの良さが経験できて
いないことがある。 

・１・２時間目では、自分自身の生
命の大切さについて考えた。本時
では、生命あるものは互いに支え
合って生き、生かされているとい
う意識をもたせ、自分の生命と田
の生命が関わり合う連続性を持
つからこそ、自分の生命も他の生
命も尊重する態度を育てたい。 

■資料の分析 

・主人公の田中さんは、以前登録

した骨髄バンクから、血液の適

合を告げられる。骨髄の提供を

迷いながらも決断し、自分の生

命が骨髄提供を通してつなが

っていくことを実感するとい

う内容である。 

・田中さんは、手術が近づくにつ

れて恐怖と使命感の間で心が

揺れるも、恐怖を乗り越え骨髄

の提供を決断する。自己の生命

と同じように、他の生命を大切

にしたいと思う田中さんの気

持ちに共感させたい。 

・骨髄の提供を迷う中で、自分の

生命は他の生命につながって

いることに気付いた田中さん

の姿から、自己の生命は単独的

なものではなく、他の生命へと

つながっていく連続性のある

尊いものであることを実感さ

せ、自己の生命を大切にすると

ともに、他の生命を大切にする

態度を育みたい。 

 

■ねらい 

悩みながらも自分の骨髄を提供した田中さんの姿から、人が互いに支え合って生きていくことの大切さを理

解し、自他の生命を尊重しようとする態度を育てる。 

 

■展開の構想 

・始めは提供する意欲にあふれていたが、次第に家族の反対や

手術のリスクから不安になる田中さんの心情について考

え、他の生命を救うことができるが、自分にリスクがある場

合について考える。 

・それでも提供することを決断した田中さんの話を聴くこと

で、生命の大切さや生命のつながりについて気付くことが

できる。 

・「いのち」を大切にするということについて改めて考え、自

他の生命の大切さに気付くことができるようにする。 

■基本発問（◎中心発問） 

○田中さんの心の中は「提供する」「断る」と

いう２つの気持ちでどのようになっている

だろうか。 

◎田中さんはどうして「提供する」と決心す

ることができたのだろうか。田中さんご本

人の話を聴いてみましょう。 

○今日の授業を通して「いのち」についてど

う考えたか。 



■学級活動 

「人権集会に向けて」 

・人権宣言や人権の五観点

を通して自分たちの生活

を振り返り、よりよい仲間

との関わり方について考

える。 

■日常生活 

<学習> 

・先を見通し、意欲的に

学習したり、仲間と

共に協力して一つの

課題に向かったりす

る中で、互いに協力

し合い、支え合いな

がら学習に取り組む

ことができるように

する。 

 

〈日常生活〉 

・人権を大切にする姿

を価値付け、互いに

支え合い、生活しよ

うとする態度を育て

る。 

・学級の植物の水やり

などを行うことを通

して、学校の緑化に

努め、生命を大切に

する心情をもつこと

ができるようにす

る。 

 

〈給食〉 

・生命をいただくこと

への感謝の気持ちを

もって食事をする。 

 

〈生活の記録〉 

・生活の記録の記述の

中から、仲間との支

え合い、生命の尊さ

について触れている

ものを紹介し、価値

を共有できるように

する。 

 

 

・北中学校に入学し、仲

間と関わり合いなが

ら様々な活動に取り

組んでこれた。 

・仲間と「関わり合う」

中で大切なことはな

んだろう。 

・仲間の思いについ

て考えることを通

して、互いのことを

大切にし、支え合う

ことについて考え

させる。 

・私は大切な存在だから

こそ、かけがえのない

「いのち」や自分の生活

を大切にして生きてい

きたい。 

・色々なことに挑戦した

り、周りの人に感謝の気

持ちをもって生活した

りすることが、「いのち」

を大切にしていくこと

につながるんだ。 

・自分が今、存在する

ことの不思議さや、

自分自身の「いの

ち」のかけがえのな

さについて気づか

せる。 

・つらいこともある

が、それを乗り越え

ていく力があるか

らこそ「いのち」は

尊いことに気付か

せる。 

■道徳の時間 

「決断！骨髄バンク提供第

一号」 

内容項目 D－（１９） 

・悩みながらも自分の骨髄を

提供した田中さんの姿から、

人が互いに支え合って生き

ていくことの大切さを理解

し、自他の生命を尊重しよう

とする態度を育てる。 

 

・自分の「いのち」が誰か

につながっていったり、

誰かの「いのち」が自分

にもつながったりする

こともあるんだ。 

・自分の「いのち」だけで

なく、他の人の「いのち」

も「大事ないのち」であ

り、自分の「いのち」と

同じように大切にして

いきたい。 

 

・田中さんが、悩みや葛

藤を経て、なぜ自分の

骨髄を提供すること

を決断したか、その背

景にある思いを考え

るようにする。 

・他の生徒の考えと自

分の考えと比較する

ことで、互いに支え合

い生きること、生かさ

れていることについ

て考えを広げられる

ようにする。 

 

・人権の五観点を大切

にして自分も仲間も

大切にし、互いに支え

合いながら生活をし

ていきたい。 

・「北辰の集い」に向け

てよりよい北中学校

を目指すために、人権

の五観点を意識し、互

いを尊重し合うこと

を大切にしていく。 

・人権の五観点を大

切にしながら、互い

のことを考え合い、

支え合おうとする

姿を価値付ける。 

・支え合い、関わりあ

いを大切にし、行動

に表せる集団を目

指す。 

■道徳の時間 

「あなたはひかり」 

内容項目 D－（１９） 

・自分自身の「いのち」につい

て多面的・多角的に考え、「い

のち」の大切さを自覚し、前

向き生きようとする態度を

育てる。 

「いのちって何だろう」 

 内容項目 D－（１９） 

・「いのち」の尊さを守るため

にはどのように考えていく

かについて理解を深め、大切

にしようとする心情を育て

る。 

 

■学校行事 

「人権集会」 

・北辰の誇りや仲間との関

わり方について考える活

動を通して、人権の五観

点や互いのことを大切に

して支えあいながら、行

動ができるようにする。 

４ 道徳の時間(本時)と他の教育活動との関連 

＜場の内容・ねらい＞                ＜生徒の意識＞      ＜指導・援助＞ 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北中学校 人権の五観点】     行為   言葉   礼節   責任   呼応 

 



５ 本時の展開 

 

 

 基本発問と予想される生徒の反応 指導・援助 

 

導

入 

 

１．「骨髄バンク」について知っているかを交流する。 

・白血病という病気は血液のがんであること。 

・白血病は投薬治療と骨髄移植という方法で治癒す

ること。 

・骨髄移植をすることで、再発の可能性が低くなるこ

と。 

・「骨髄バンク」について全く知らない生徒がいると

考えられるので、教師が補助的に説明を入れ、白血

病や骨髄バンクについて簡潔に理解できるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

前

段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．資料「決断！骨髄バンク移植第一号」を読み、話

し合う。 

 

○田中さんの心の中は「提供する」「断る」という２

つの気持ちでどのようになっているだろうか。 

・「提供する」気持ちが大きいと思う。自分が骨髄の

提供をすることで人の「いのち」を救えると思うか

ら。 

・「提供する」と「断る」で悩んでいると思う。「いの

ち」を救いたいけれど、自分に何かあったらどうし

ようという思いがあるから。 

・「断る」気持ちが大きいと思う。太い針を１０本刺

すのはすごく痛そうだし、よく知らない相手のた

めに自分の「いのち」を危険にさらすことはできな

いと思ったから。 

 

◎田中さんはどうして「提供する」と決心することが

できたのだろうか。 

・怖いという思いはあっただろうけれど、自分が逃げ

てしまったら救えるはずの「いのち」を潰すことに

なると思ったから。 

・自分の「いのち」が大切なように、他の人の「いの

ち」も大切な「いのち」と考えて提供を決意したと

思う。 

・橋本さんの「いのち」も息子さんの「いのち」と同

じ「いのち」だと考えて、橋本さんの「いのち」を

大切に思ったから提供することを決意したと思

う。 

（ゲストティーチャーの話を聴く） 

・田中さんが提供しなかったら、橋本さんは死んでい

たかもしれない。橋本さんの命を大切にしたから

だと思う。 

・自分の「いのち」と同じように、橋本さんの「いの

ち」も大切に思う橋本さんの思いが素敵だと思っ

た。 

・田中さんの揺れる心の中を想像しながら資料で「す

ごい」や「どうして」と感じたところに線を引きな

がら聴く。 

 

・自分が田中さんの立場だったらどうするか、自分の

立ち位置を両端に「提供する」「断る」と記した数

直線上でマーキングする。（タブレット使用） 

・「提供する」気持ちが大きい生徒と「断る」気持ち

が大きい生徒、どちらの気持ちか悩んでいる生徒

など、いろいろな考えを引き出し、多様な考えがあ

ることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・田中さんの話から、どのような心の葛藤があったの

か、どうして「提供する」と決心することができた

のかを考えさせる。 

・生徒の意見を聞いた後、実際に田中さんから、自分

の骨髄を提供することを決断するに至った理由な

どについて語っていただく。 

・田中さんのお話を聞いた感想を交流し、田中さんが

自分の生命と同じように橋本さんの生命も大切に

思っていた思いに共感させる。 

・「橋本さんの新聞記事を読んだとき、田中さんはど

う思ったか」と問いかけることで、いのちの連続性

について理解を深められるようにする。 

 

展

開

後

段 

３．本時の学習を振り返る。 

○今日の授業を通して「いのち」についてどう考えた

か。 

・自分の「いのち」だけでなく、他の人の「いのち」

も「大事ないのち」であり、自分の「いのち」と同

じように大切にしていきたいと思った。 

・自分の「いのち」が誰かの「いのち」を救うことも

あるのだと思った。自分の「いのち」が誰かにつな

がっていったり、誰かの「いのち」が自分にもつな

がったりするのだと思った。 

 

 

 

・本時考えたことを踏まえて、自分の生命が他の人の

生命につながっていること（連続性）や、生命があ

るものは互いに支え合って生きていることを自覚

し、自分や他の生命を大切にするとはどういうこ

とかを考えることができる。 

終

末 

４．T さんから北中学校の生徒に向けた「いのち」の大切

さについての話を聴く。 

・北中学校の卒業生としてこそ、今の北中学校の生徒に

伝えたいことを話していただく。 

【評価の視点】 

骨髄提供を決心したときの田中さんの気持ち

について、仲間との交流や田中さんの話を聴くこ

とを通して、自分と違う立場や感じ方、考え方を

理解しようとしている。 

 

 

 

 


